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ホピの予言 は、その全体を語 るのに普

通幾 日もかか り、 これまで何代 もの人生

にわたって徹底的に理解されてきている。

そのなかでも一番重要なポイントだけを、

ここには短 くまとめておいた。

ン ス

T}re entlre Hopi prophecY ueuallY
takes many days to.tell, and many life-
tlmes to fully understand. This le a
short summary of easential Point6.
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生命のIBい手として、わたしたちは自然のバランスに影

響を与えている。偉大なみ息
然のサイクルに繁栄をもたら

すか、それとも、大きな災難をこうむるかは、ひとえに、

ゎた したち自身が何をするかにかかっている。わたしたち

の暮 らしているこの世界は、つまり、わたしたちの行動様

式のひとつの顕れにすぎないのだ。

自然界のパランスからのわたしたちの分離は、わたした

ちが今現在どういう状態で存在 している鳶道
を浮きばりl‐ し

ている。かつてわた したちは意のままに顕れたり、消えた

:竃i:F霧1菅先L[彗営th寛 [基傷:量01'勇握
いつのまにかあたりまえのものとして、いつしか創造主の

立てられた計画を無視するようになった。その結果、わた

したちはこのからだ、物質のひとつの形に固執しはじめ、

分票L省 :if≦〒壌『r碁軍雰I縁1資導Cttf吾曇F
にまきこまれ、本来の目的を忘れてしまうはめにおちいっ

it。

世界のサイクル

あきらかに自滅的な、この自然からの分離は、歴史の一

切の流れをとおして、いくつもの世界を、これまでも支配

してきている。自然のサイクルにともなって生活資源が消

滅するたびに、わたしたちは自らの発明によって状況を改

藁脱titT亀 看 i圭 }:省禁£棄警百僧tモ [:瞥業f

たのだ。あまりに頭がいいために、わたしたちのほとんど

は本来の目的を見失ってしまい、自分が勝手に図面を引い

た世界にどっぷりと呑みこまれていき、結局、宇宙の秩序

そのものに逆らうようになって、生存の鍵を握るこく小数

の人たちに対 して、こころない敵になっていった。

IIre Balanc,c. oi Llle
As caretakers of Ufe we afrect

the balance of nature to such a
degtee that our own actlona de-
termine whether tle great cY-

cles of rature brtrg ProsPer-
fty or disaet€r. Our Preseat
world ls the unfoldment of a Pat-
tern we set in moflorL

Our dtvergence from the
natural bala.nce ls traced to a
polnt precedtng the adstence
of our present PhYstcal forrn.
Once we were able to aPPear
and dtsappear at wtll, but
through our orv! arrogance we
took our procreatlve Powers for
granted and neglected the Plan
of the creator. As a cons'e-
quence we beca.me stuck ln our
physrcal forrn, dorninated bY a
contlnual struggle betweeu our
left and rtght stdes, tJ:e lefl be-
tng w.lse but clumsY, and the
rlght betng clever aad Powerful
but unwlse, forgetfirl ofour orlg-
tnal purpose.

The C5rcle ol Yorldc
Thts sutctdal sPUt was to gov-

ern the entlre course ofour hls-
tory through world aft.er world-

As life resorucea dirnlnlshed ln
accord wlth the cycles of lature,
we would try to better our sltua-
tton through our owrr lnven-
tlons, bellevtng that aaY mls-
takes could be corrected
through firrther lnventloas. In
our cleverness, most of us
would lose slght of our ortginal
purpose, become lnvolved ln a
world of our or*rr deslgn, and ul-
ttmately oppose the order of the
unlverse ttself, becomiag the
mindless enemy of the few who
would sttll hold the keY to
sun'lval.

In several prel'lous worlds
the majority have advanced
thetr technologY in t}ls wal',
even beyond u'hat we know to-
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これまでの世界のいくつかにおいて、大多数の人々はこ

うしてテクノロジーを進歩させてきた。なかには今のわた

したちにすら理解出来ないほどテクノロジーを進視誉くせた
こともあったのだ。自然とζ,に従う人々 に対する冒漬は、
ひどくバランスそのものを崩 し、戦争、社会の崩壊、自然

の大破局といったものを引き起こすことになっていった。

どちらの世界も、一瞬のうちに全滅するかもしれないと

いう時にいたって、ここにひとつの小さな小数派のグルー

プが残された。彼らはほとんど完べきなまでに永遠なる計

画と共に生きており、その生き方にのために、彼 らは「ホ

ピ」と呼ばれている。世界の最終段階が近づくに従って、

彼らを世界の残りに従わせようと強いる外からの誘惑や強

迫と同じように、ホピは自らの内にも、崩壊の兆 しを見付

け出すことになっている。

わた したちの今の世界

前の世界が破滅しなくてはならなくなったとき、わたし

たちの共通の祖先たちは、奇跡的に今の世界に逃げのびて

きたいくつかのグループのなかのひとつであるにもかかわ

らず、今ここに至って又、彼らは再び堕落に毒されつつあ

る。しかしわたしたちが今日直面するこれらの危機の種は、

もともとわたしたちが最初にこの世界に足を踏み入れた時

に、すでに一緒についてきてしまったものだった。

今のこの世界に辿り着くと、わたしたちのご先祖様たち

は、救世主としてわたしたちの前に現われるグレイトスピ

リットに出会うために、それぞれ長い旅にでることになっ

た。そのお方はこの大地とその上に生きるすべてのものの

世話をすることになっていた。たとえいかに厳しい前兆が

それぞれの旅をばらばらにする必要があったとしても、あ

まりにも乱れきったこのバランスをとりもとすために、か

ならずその日が来ることを彼らはあらかじめ見とおして、

特別なパターンに従ったのだった。

本 当

明るい顔色をしたホピのことは、今では「本当の白い兄

弟」として知られている。彼は一族のもとを離れ、遠 く太

陽の昇る方に向かって旅立っていった。その時彼はひとつ

の石板を携えていったのだ。その石板は、オライビとして

day. The consequent wlolations
against nature and fellow hu-
m&ns caused severe imbal-
ances w'hlch were resolved tn
the form of war, soclal dletnte-
grafion aad natural cata6-
trophe.

As each \*'orld reached the
brtnk of annlhllatton, there re-
malned a small mlnorlty who
had maaaged to ltve ln nearly
complete accord u'tth the lnfln-
Ite plan, as tmplted ln the narrle!
trIopl. Toward the ftna-l stages
they would find themselves be-
set wlth slgns of dlslntegratlon
s.lt}ln, as well as entlclog offers
and severe tlrreats from wlth-
out almed torx'ard forclng tJrem
to Joln the rest of the s'orld.

Our Preoeut World
Our comrnon ancestors were

among the small group who mt-
raculously emerged from ttre
last world as lt reached tts de-
struction, though they too *'ere
talnted wfth cormptlon. The
seeds ofthe crisls $'e face today
u'ere brought rx'ith us rrhen x'e
flrst set foot in tJrls world.

IJpon reaching our present
u'orld our ancestors set out on
a long mlgratlon to meet t}le
Great Spirtt ln the forrn of Maa-
sauu, the ca.retaler of thls land
and all that Uves upon lL They
followed a speclal pattern, how-
ever a very serlous omen made
a sepa-rate Journey necessar3', 1n
or<Ier to balance the efireme
dtsorder anticlpat-ed for the lat-
ter days.

Ihe llrre Whttt Brother
A Hopt of Ught eomplexion,

now knoq'n as the "true white
brotler," left the group and tra-
velled tn the dtrectlon of the rls-
lng sun, taktng u'tth htm a stone
tablet u'hich matches a slmllar
tablet held by one of those u'ho
went on to meet Maasauu at a
place called Oralbt, q'here the
present Hopt villages \A.'ere es-
tabltshed accordlng to hls in-
stnrctlons.

Tire Hopi antlcipatecl the
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知られる場所でマニサウと出会うことになった者たちが持っ

ていたのと同じものだった。このオライビという今あるホ

ピの村は、その時マーサウの指示に従って基盤が造られた。

だか ら今でもホピの人たちは、明るい肌の色をした人た

ちが東からやって来ることを確信 している。その人たちが

造 り出す多 くの物をホピはあらかじめ予言 しており、それ

をちくいち古代より伝わる教えに照らし合わすことで、そ

の時その時が今いかなるパターンの上にあるかを、彼らは

はっきりと認識出来る。そのパターンに照らし合わせて見

ると、やつて来る者が、頭のよさのなかに本来の目的を見

失いつつある者たちであるかもしれないことは、あらかじ

めよく判っていたことだった。そうなるとこれは大変に危

険なことなのだ。だからスピリチュアルな道の上をけ?[
て離れることなく、本当の石板を携えてくるひとりの人間

のことを、ホピはこれまで、じっと捜じ求めて来た。

ス ワス テ ィカと太陽

数えきれないほどの世紀を通して、ホピは彼らの儀式の

なかに前の世界のことを、われわれが今の世界にやって来

た時のことを、そして、われわれが一体なんの目的のため

にこの世界にやってきたのかを、常に呼びさましてきた。

ことあるごとに彼らは、シンプルで謙虚な生き方を進んで

することで、マーサウヘの誓いを新たにし、すべての生き

とし生けるもののために、自然のバランスをこれまで守り

続けてきた。この世界で起こりつつある出来事は、今がど

のような時であるかを常に見守ってきたごく一部の秘密の

宗教家グループの間で、これまで語りつがれてきた。

彼 ら指導者たちはこれまで、世界を揺るがすことになる

特に二つの出来事に注目してきた。それら二つの出来事の

なかに、天候異変や地震、土地を失う人たち、そして戦争

と言った地球を揺り動かす天変地異の種の発芽から、あら

ゆる生命を統一する根本的な力の登場を明らかに告げてい

るシンボルを、彼らは見たのだ。        こ3,タ ン
そのシンボルを解 く鍵は、われわれの楽器である瓢箪の

ガラガラにあった。ガラガラそのものは力の種の事を意味

しており、特定の儀式のなかでそのガラガラを振り鳴らす

ことは、だから、生きる力の躍動を表ゃル

「

いた。ガラガ

ラの上には古代からのシンボルである鍵十字が描かれてあっ

た。ひとつの種から四つの方向に向かって発芽 し、渦巻き

状に広がりつつあるある種の力を鍵十字は指 し示 し、その

全体をまるく取り囲んでいる赤い火の輸は、中心の種を発

芽させて大きく育てるためにジワジワと射し込みつつある

太陽の熱の暖かさを表わしている。        メリステ
か くして世界を揺るかした最初の二つの人事件は、錠十

arrlval of a race of ltght-
sklnned people from the eas!
predtcUng many of thelr lnven-
tlons, u'hJch would serve as
signs lndlcatlng certaln stages
tn the unfoldment of the pat-
tern the Hopt had studled from
antfqufty. It was clearly fore-
seen that the visttors, ln thelr
cleverness, mtght lose sight of
their ortglnal purpose, lIr which
case they would be very danger-
ous. Still the Hopl were to
watch for one who has not left.
the splrttual path, and carries
the actuAl stone tablet.

Ihc Ssastlka rnd the Snn
Through countless centuries

the Hopt have recalled ln
thelr ceremonles the prer'lous
n'orlds, our emergence to the
present rvorld, anC cur pu4)ose
ln comlng here. Pertodically
they have renewed thelr vow
with Maasauu to live the stm-
ple, humble way of life he lald
out for them, and to preserve
tJ're balaace of nature for the
sake of all ltdng tlings. The
knowledge of world events has
been handed down In secret reU-
glous socleiles *'ho keep watch
as each stage unfolds.

The leaders watched espe-
ctally for a serles of three world-
shaking events, accompanled
by the appearance of certaln
synbols that descrtbe the prl-
mordlal forces that govern all
lfe, from the sproutlng of a
seed to global movements such
as weather, earthquaftes, rnlgta-
tlons and wars.

The gourd rattle ls a key sgn-
boI. A glourd stgntfies seed
force. The shaking of the gourd
rattle ln ceremonles means the

stlrrlng of Lfe forces. On the rat-
tle are drawn the anclent sYm-
bols of the swastlka, showlng
the spirals of force sProutlng
from a seed ln four dlrectlons,
surrounded by a rtng ofred fire,
sho*'ing the enclrcllng penetra-
t-lon of the sun's warmth whlch
causes tlte seed to sprout ald

し
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字と太陽によって象徴される二つの力を巻き込むこととなっ

た。最初の暴力と破壊のなかから、さらに大きな次の、二

番目の出来事を引き起こすもっとも強力な要因がもたらさ

れた。現実のシンボルが送、たつ出現して、予言のこの段階

が遂行されたことがやがて明らかになったのだ。

灰のぎっしりつまったヒョウタン

とうとう「灰のきっしりつまったヒョウタン」が発明さ

れることになった。それが空から落ちたあかつきには、海

は煮えたぎり、大地は焼けただれ、何年もの間そこには何

ひとつ育たなくなるだろう。これはある種のホピの人たち

にもたらされた合図のひとつかもしれなかった。教えを広

め、世界に警告をしなくてはならなくなったのだ。もし、

自分自らを正 し、時にかなった指導者を選ぶ事が出来なけ

れば、全生命が破滅してしまうかもしれない第二の、そし

て決定的な最後の事件がすぐそこまで差し迫りつつあるよ

うなのだ。

ここに表わされた最初の二つの事件が、第一次と第二次

のS、たつの世界大戦であったと、ホピの指導者たちは今で

は信じている。「灰のぎっしりつまったヒョウタン」とは、

原子爆弾のことだった。ヒロシマとナガサキに原爆が落と

された後、それまで密かに守られてきた教えのいくつかが

比較検討され、世界に向かって公開されることになったの

だ。ここに記されてあるのは、それらの教えの一部である。

浄化の日

最終の段階のことは「偉大なる浄化の日」と呼ばれてい

る。これも又、その内側に鍵十字と太陽の二つの力、およ

び三つめの、赤の色に象徴される力を合わせ持つ「神秘の

卵」として、これまで描かれてきたcこ れら三つの力がそ

れぞれ極をきわめたとき、ものみな全てことごとくがよみ
がえるのか、はたまた一切ことごとくか滅び去ってしまう

のか、わたしたちにはまた、その答えを知ることが出来な

い。復活か滅亡か、それを選らぶのはほかならぬわたした

ちなのである。戦争や、さらには天変地異までもが起こる

たろう。自然のバランスと人|11の 世界との不均衡の度合い

に応じて、暴力の程度は決定されるはずた。このような危

grow.
The flrst two world-shaktng

events would lnvolve the forces
portrayed by the swastlka and
the sun. Out of the l,lolence and
destrucUon of the Ilrst, the
strongest elements would
emerge wtth stlll greater force
to produce the second evenl
When the actual slrnbois ap-
peared tt would be clear that
this stqge of the prophecy was
being fulillled-

Ihe Gourd FrrII ol Arhco
Eventually a "gourd ful1 of

ashes" would be invented,
u'hich lf dropped from the sky
would boll the oceans and burn
the land, causlng noth-t_og to
grow there for many years. Thls
would be tJle stgnal for a certairl
Hopl to brlng out hts teachlngs
ln order to warn the world that
t}le thtrd and Ilnal event would
happen soon, and that tt could
brlng an end to all llfe unles,s
people correct themselves and
thelr leaders ln tlme.

Hopl leaders now belleve the
flrst two events were the flrst
and second world *'ars, and the
"gourd full of ashes" ls tJre ato-
mlc bomb. After the bombtng of
Hlroshlma and Nagasald, teach-
lngs forrnerly kept secret were
compared and released to the
world. The details presented
here are part of those teachlngs.

Ihe l)ay ol Purlflcallon
The flnal stage, called the

"great day of purtflcatlon," has
also been descrlbed as a "mys-
tr;ry egg:'ln whtch the forces of
the swaedka and the eun, plus a
t}lrd force s),rnbolued by the
color red, culmlnate elther in
totel rebirth, or total aanlhlla-
tlon-we don't yet know which,
but the cholce ls ours. War and
natural catastrophe may be ln-
volved. The degree of violence
*'ill be detcrmlned by the de-
gree of tnequttl caused arnong
the peoples of the u'orld and ln
the balance ofnatdre. In t}ls crl-
sls, rlch and poor u'tll be forced
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機の時においては、金持ちもまた貧乏人も、平等に、生存

のための戦いに加わらざるをえなくなる。

伝統的だとされるホピの人たちのなかにすら、今日のよ

うに暴力を当り前のものだ慢考
える者が圧倒的に多いこと

からみても、それは大変な争いになることが予想される。

しかし、人間は、自然や同じ仲間たちの取り扱い方を正す

ことで、あらかじめその時の暴力の度合いをかなり減らす

事が出来るはずだ。太古より伝わる精神的なものを基盤に

したところの共同体、例えばホピのそれの様なものは、特

に念をいれて守られるべきであぅ、彼らがうやうやしく頭
を下げて守り続けてきた、賢い人間として生きるための道

や自然を、無理矢理あきらめさせるようなことがあっては

ならない。

人間の運命

ホピは、人間という種族の生存の鍵を握っている。彼ら

が見えざる力 (複数)と の生き生きとした霊的交流をとお

して自然のパランスを保ってきたのは、人間の造り出した

自滅するだけのシステムに変わる、実際に効果のあるやり

方、オールタナティプを例示するためと、世界で起こるこ

との全責任をそこで引き受けるためである。この構造は単

純なのだ。「全世界がやがて激しく揺れ動き、そして赤く

染まり、ホピを邪魔する者たちに背を向けるようになる」

というだけのことである。

人間の造ったシステムが現在ホピを駆逐しようとしてい

ることと、この世界中で同じような神聖なものに対する冒

漬が蔓延していることとは、深い繋がりがある。いくつも

の予言のなかに記されたこうした壊滅的な大逆転は、単に

自然の秩序の一部分にすぎない。今あるシステムによって

お金をしこたま儲けている人たちが、そのお金と法律とに

よって、ホピの破壊を止めさせることが出来たなら、その

時には浄化の日に、たくさんのものたちが生き延びること

も可能となり、新しい平安の時代がそれに続くだろう。だ

が、しかし、もし誰ももはやホピの道を歩き続ける者がい

なくなるようなことにでもなれば、そのような時代を望ん

だところでなんの意味もない。

わたしたちが立ち向かわねばならない力は、それぞれが

恐るべきものだ。しかし、残るただひとつの道は滅亡だけ

である。今もって人間の造り出したシステムがなんとして

も正されようとしないのは、そのシステムそのものが一人

の人間の意志を他の者に押し付けることでなりたっている

ためであり、問題の源もまさにここにある。もし人々が自

らを、さらにその指導者たちを正そうとするなら、その両

者の間の広い隔たりが消えてなくならなくてはならない。

to struggle as equals to sun'lve.
That tt will be very vlolent ls

no*' almost taken for granted
among tradlttonal Hopi, but
man may still lessen the l'lo-
lence by correctlng hls treat-
ment of nature and fellow man.
Arcient splrttually-based com-
munJtles, such as the Hopi,
must especlally be preserved
and not forced to abandon their
u'lse rray of lfe and t]le natural
resources they have vowed to
protecL

Ihe Fal.e 6f plpnkln{

The llopt p1a-v a key role ln
tlee sun'lval of the human race,
Orrough their dtal communlon
wtth the unseen forces that
hold nature tn balance, as a.n

exarnple of a practical alterna-
tive to the sulctdal man-made
syEteq and as a fulcrum of
world events. The pattern ts
simple. "The whole world w'ilI
shake and turn red and turn
agBttrst those who are hl-nder-
ing the Hopi."

The man-made sl.stem now
destroy'fn{ Hopl ts deeply in-
volved la slmllsr vlolatlons
throughout the world The dev-
astattng reverssl predtcted ln
the prophectes ls part of the
natural order. If those who
thrlve from that 6yst€m, lts
mofley and tts law6, ca:r manage
to etop tt from destroflng Hopi,
then maay may be able to sur-
l'lve the day of purtflcatlon and
enter a new age ofpeace. But tf
no one ls left to coutlnue the
Hopt Way, then the hope for
suctr an age ts ln lrain.

The forces we must face are
formtdable, but the only alterna-
tlve ls anathllation- Still the
maa-made Bystem ca.nnot be
corrected by arry means that re-
qulres one's u'Lll to be forced
upon another, for that ls the
eource of the problem. If people
are to correct themeelves and
thelr leaders, the gulf between
the two must disappear. To ac-
compllsh this one can only rely
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それを成し遂げるためには、人間はひたすら本当のこと、

ただそのことのみに向かう気の流れだけを信頼すれば良い

のである。

このようなやり方は、ホピのウエイ・オブ・ ライフ、ホ

ピとして生きる道の基礎であり、死すべき運命にある人間

が直面しうる最も偉大なる挑戦でもある。この生き方を受

け入れる人は少ないかもしれない。だが、ひとたびこの基

盤の上に平和が確立されるならは、そうしてわたしたちに

誓繁営彙言::合実畠層L:9糞島窟籠雰:番I涯サ:[
が出来るようになるだろう。恐れ、脅えの人生ではなく、

互いに励まし合うようになるはずだ。他人の犠牲の上に立っ

てごく小数の者が利益を得るよりは、全員が潤うようにな

るだろう。こうした、人間の個人的な関心事を遥かに越え

たところで、一切の生命あるものたちにとってさえも、未

だかつていちどたりとも実現されたことがないほどの大き

な幸せが訪れる。かくしてすべて生きてあるものたちは、

調和の内にいつまでも栄えるようになるのだ。

on tJle eoergy of truth ttsell
ThIs approach whidr ls the

foundaflon of the Hopt rray of
life, ls the greatest challenge a
mortal .en face. Few are llkely
to accept tL But once peace ls
established oo thls basls, end
our orlglnal way of ll:fe ts al-
lowed to flourlsh, we wlll be
able to use our inveutlve capac-
Ity wiselS to encourage ra*rer
thal threaten life, and benellt
everyone rather tJ:an glving ad-
vantage to a few at the expense
of others. Concern for all lh{ng
things will far surpass personal
concerns, brlngtng greater hap-
piness than could formerly be
aeeuzgd Then all ltdng thtlgs
shall enJoy lasting harrnony.

ヽ ´
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驀 驚 蠣 嶽 驀 輔 評
職

IF YOU▼ ALItt THE DESTI「nr oF】R刀にコE GENERAI10NS
Mo鵬

…

PER50Ntt WELFARE, PLEASE… SImL―

WAL OF THE HOPI TAT TCDUR PRIILART COrCER17.ArD
LL■ THE SUCCESSF■ TL RESOL■Tr10N oF THEIR PLIGHT AT

THE H■ぶDS OF THE INDUSIIRIAL WORLD BE TOUR PER―
50VAL RESPONSIBILIII ArD GREATEST PLEASm.
For Fur{hcr I nlor:lnation
or free coples of t}ls leaflel
send a self-addressed stamped
envelope to:

Hop1 0onta●
“Techqua lkachi Pubucauons

Box 174
Hote■‐11la,AHzOna 86030

LAND&LIFE_」 APAN%MIYATA ¬ omas Banyacya.interpreter
3-6-2 1roshida shinmachi Ka、ァagoe Box l12
Saitama lEL(0492)32-3521 Oralbl,想 zona 86039

-1'AII)F()R TIIR()t'(:IIヽ

'OI.UNTARヽ・(〕ONR BU・「I()NS―――――――――

◎ このホピの予言のエッセンスは トーマス・ V。 ター
ベット,ジ ュニア (Th―

omas V.Tarbet,」 r,)が文章化 し、ひとりのある伝統的なメッセンジャー

の検閲を受けている。この文章の印昂1出版に関するいっさいの権利は、著者が

有 しているが、そのままコピーするか、いかなるかたちであれこの全文を伝え

ようとする限りにおいて、特にこれを例外とする。ただしその場合でも、なに

かを書き加えたり、どこかを削除したりすること、及びこのホピの予言の
エッ

センスが売られるようなことがあってはならない。

もしあなたが個人的な繁栄よりも、未来の世代がどうなっていくか

ということに、ひとかたならぬ関心をお持ちであるなら、どうか、ホ

ビの道を生存させるということを常に頭の隅にいれておいていただき

たい。そして、工業化 した世界によってもたらされたホビの人々の窮

状を、あなたの個人的な責任と、最大なる喜びとを持ちつつ、なにと

ぞ良い方向で解決させていただきたい。

このホピの予言について更によく知りたいとお思いの方は、下記

のランド・アンド・ライフ・ ジャパンまで、あなたの氏名・住所
。

年齢・性別 。電話番号をお書きのうえ、送料 (2211円切手)を添え

て必ずお手紙で、ご連絡ください。ホピの予言について更に詳しい

小冊子「ホピ・ティーチングーー いのちの始まりから浄化の日ま

で」をお分けします。

ランド・ アンド・ ライフ・ ジヤパン

埼玉県川越市吉 田新町 3の 6の 2

宮田 雪 方
TEL:0492-32-3521

υ
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